
１　青少年の自立をサポートする場づくり

（１）青少年の自主性・主体性を培う活動

事業名 事業概要等

　 青少年団体等の核となる団体、またはその活動を支援する団体が、他の青少年育成団体や地域住民、関
係機関、企業等をつなぐネットワークを構築し、協働して青少年育成活動の深化と拡大を目指す取組に対し
て補助を行う。補助を受けた団体はその成果をモデルとして県内に広報し、全県への展開を図る。

■助成団体（２団体）
○「島根オロチビート浜田」ブラインドサッカーイベントの企画（浜田市）
○「コンシリーダーズ」松江南高校の生徒による映画「カンタ！ティモール」上映会の企画（松江市）

　 青少年育成のためには、青少年の自立を促し、青少年自身の「自主的な活動」を支援することが肝要だと
考える。そのため、地域における概ね中学生から20代を中心とした青少年を主体とした活動の活発な展開
が期待されるもの、また、その活動を支援する大人の支援体制づくり、研修会等に対して補助を行い、成果
を県内に広報し、青少年の地域活動の充実を図る。

■助成団体（２団体）
○「安田地区青少年育成会議」小学生や高齢者対象のイベント及び報告発表会の企画（益田市）
○「島根県青少年育成アドバイザー連絡協議会」第26回中国・四国ブロック青少年育成アドバイザー連合会
研究集会 （基調講演及び若者ディスカッション）の企画（出雲市）

　 中学生が日頃、学校や日常の生活体験を通して感じていることなどを広く社会に訴えることにより、中学生
の意識と行動について、大人の理解と関心を高めることを目的として開催。

■少年の主張島根県大会（県中学校長会との共催、出雲市中学校長会主管）
○令和４年９月28日（水）　大社文化プレイスうらら館　ごえんホール（出雲市）
○発表者数：16名（動画審査）
■少年の主張全国大会への推薦・出場(Ｗｅｂ審査)
○令和４年11月13日（日）審査会　11月１日～11月30日（Ｗｅｂ掲載）
○島根県知事賞（全国大会　奨励賞）　「二度の出会い」
　 出雲北陵中学校　３年　高橋　ゆかり　さん

「全国高等学校定時制通信制生徒生活体験発表島根県大会」を後援し、最優秀者に県民会議会長賞を授
与。

■島根県高等学校定時制通信制生徒生活体験発表島根県大会
○令和４年10月13日（木）　宍道高等学校（松江市）　発表者数：９名　参加者数：40名
○県民会議会長賞：「ここまでの道」　島根県立宍道高等学校（定時制）　平田　アナ　さん

県教育委員会が主催。案内なし。共催依頼なし。

■しまね教育の日フォーラム
○令和４年11月３日（木・祝）

（２）青少年を取り巻く地域環境整備推進運動

事業名 事業概要等

■７月の「青少年の非行・被害防止全国強調月間」に併せたフィルタリング等に係る街頭啓発活動。
（県青少年家庭課、教育庁教育指導課、県警察本部少年女性対策課と連携して実施）
○令和４年７月20日（水）松江市内ショッピングセンターで規模を縮小して実施。各学校へ啓発チラシを配
付。

■11月の「子供・若者育成支援推進強調月間」に併せた子どもの支えや見守り等に係る街頭啓発活動。
○各学校へ啓発チラシを配付。出雲市子ども・若者支援協議会講演会において啓発活動を実施。

■スマホ・ケータイ安全教室の実施（市町村民会議主体や県民会議事務局員が実施）
○令和４年10月27日（木）松江市城北地区民生委員研修会でペアレンタル・コントロールの重要性について
講話。

R４年度　青少年育成島根県民会議　事業報告

○青少年地域活動
　　　チャレンジ支援事業

①青少年の主体的な活動支援事業
○青少年育成
　　　ネットワークモデル支援事業

②中学生による
　「少年の主張島根県大会」事業

③「島根県高等学校定時制通信制教
育振興会」との連携事業

④「しまね教育の日フォーラム」との連
携事業

①各種月間に併せた啓発活動



事業名 事業概要等

①「しまね家庭の日」
　　　　　　　　　　普及啓発事業

■毎月第３日曜日の「しまね家庭の日」に、家族で来館した場合の高校生以下の入場料を無料とするなどの
特典のある県内文化施設等の拡充と周知。（県内41施設）
○ 「島根県委託事業・みんなで学ぶ人権事業」を利用し、「子どもの権利条約」に関連して県内を巡るすごろ
くを作成（2,800部）
○子どもの未来応援セミナー【10/３（月）松江・くにびきメッセ】で子ども食堂（地域食堂）運営者にすごろくを
配付。
○人権フェスティバル【10/16（日）雲南・ラメール】に出展。しまね家庭の日啓発（すごろく・ちらし等）
○子どもご縁食堂【12/14・28（水）松江・殿まちギャラリー】ですごろく＆絵本読み聞かせ（県立大学生によ
る）を実施。
○県立図書館【12/18（日）】ですごろく＆絵本の読み聞かせ（県立大学生による）を実施。あわせて啓発用パ
ネルを展示。
○子ども食堂交流広場【１/28（土）県立美術館】ですごろく配付。
○エッセイのパネルの貸し出し（出雲市青少年育成市民会議、八雲青少年育成の会）

②子育て・家庭づくり
　　　　　　　　の資料・情報の提供

■「しまね家庭の日」家族の思い出エッセイの募集。
○募集期間：令和４年10月17日（月）～令和５年１月９日（月）　77作品の応募。
○県民会議会長賞１名、「家庭の日」賞２名、しまニッコ賞３名、入賞５名を決定し表彰。
■「家庭教育支援・子育て支援に関する担当者連絡会」
○島根県教育庁社会教育課を中心とした関係各課担当者による情報共有と連携を目的とする会議の実施。
第１回：令和４年６月22日（水）／第２回：令和５年３月１４日（火）

③「ことのは大賞」事業

■第21回「ことのは大賞」表彰式
○令和５年２月18日（土）サンラポーむらくも（松江市）
○応募総数：5,835点　（一般の部：4,336点、こっころの部：1499点）
○県民会議会長賞
・一般の部　　「反抗期の息子の帰りが遅い。何だか凄く心配で。「今日はカレーだよ」に既読がついてホッと
する。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（埼玉県　小松崎　有美さん）
・こっころの部　　「春から一人暮らし　寂しいって伝えられないから　いつもより長くリビングにいる」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （埼玉県　内野　和さん）

事業名 事業概要等

①しまニッコ！
（スマイルで声かけあい）県民運動

■チラシ、ポケットティッシュ・のぼり旗の配布、県民会議HPで動画配信、実践団体への説明、県民会議HP
で実践団体の掲載、強調月間の設定（11月）、市町村民会議へ協力依頼（重点目標を設定）
○令和４年７月20日（水）「青少年の非行・被害防止全国強調月間」での啓発運動（松江市内ショッピングセ
ンター）
○しまニッコ！県民運動サポーターズ募集・登録（令和５年３月末現在3,497名）、昨年度末から329名増。
バッジの配布。
○ゆめタウン出雲等で11月の「子供・若者育成支援推進強調月間」に併せて店員がバッジ着用。のぼり旗設
置。

　地域で活発な実践活動を展開している青少年、青少年団体・グループ、青少年指導者等及び青少年育成
市町村民会議等で青少年健全育成活動に寄与し、顕著な功績をあげ、他の模範となるものを表彰

○各市町村民会議等からの推薦件数11件、表彰件数11件。令和５年度総会にて表彰。

　島根県青少年育成アドバイザー連絡協議会と連携し、青少年育成に関わる指導者を養成。

■島根県青少年育成アドバイザー養成講座
○令和４年12月10日(土）～11日（日）　松江市城西公民館で開催。
○教職員フォローアップ研修（２年目）に登録し、教職員が６名参加。
○参加者数のべ30名
○青少年の主体的な活動支援事業助成団体「コンシリーダーズ」に実践発表依頼。
■島根県青少年育成アドバイザーの認定

④しまね子ども・若者育成推進サポー
ター登録事業

■アドバイザーやしまニッコ！県民運動サポーターなど他の青少年育成の担い手との一体化を図る。
○国・県の施策、各種研修会、イベント、フォーラム、地域の青少年活動等の情報提供。
○青少年育成運動推進に関する支援。県民会議HP、Facebookによるサポーターの活動紹介。
○登録者数12名（令和５年３月末現在）

③青少年育成指導者養成事業

②青少年育成県民会議表彰

２　家庭・地域の応援体制の向上

（２）「大人が変われば子どもも変わる」運動

（１）「しまね家庭の日」運動



３　県民運動の普及と運動基盤の整備

（１）県民運動の普及

事業名 事業概要等

① 「青少年育成県民運動推進フォーラ
ム」の開催

■地域で育む青少年の社会参画をテーマとし、実践発表やわかもの会議を実施。
○令和５年２月５日（日）松江市市民活動センター（松江市）を主会場、７つのサテライト会場設置、オンライ
ン。参加者数100名。
○若者（R3フォーラム出演者）が企画から参加し、当日運営も実施。
○県内各地域の若者による実践発表、わかもの会議の実施。
○わかもの会議テーマ
「つなぐ・つながる・つなげる　～県内各地の若者たちの縁　各地域の輪を広げる～」をテーマに大学生や社
会人の計６名によるパネルディスカッション
○SNS広告による広報活動の実施。（12/23～1/17）

②子ども若者の居場所関係者ネット
ワークづくり、情報交換会の開催

■子ども若者が安心して過ごせる多様な居場所づくりをテーマとして居場所を運営している大人や関わりた
いと思う大人、子育て支援に関わる機関・団体・地域等のネットワークづくりを目的に、子どもの居場所調
査、子ども・若者の居場所運営に関するアンケートを実施。
○子どもの居場所調査（各市町村民会議、公民館、市町村教委、県社協、市町村社協に依頼）。７件回答。
○子ども・若者の居場所運営に関するアンケート。21件回答。

③ 市町村民会議情報交換会の開催

■市町村民会議を対象にした交流会をオンラインにより実施。
○開催期日：令和４年10月18日（火）・19日（水）・20日（金）
○開催方法：事前に調査書を提出していただき、意見交流を実施。
○18日：７市町（10名）・高瀬副会長・中島副会長、19日：３市町（６名）・会長、20日：４市町（７名）・会長参加。

（２）運動基盤の整備

事業名 事業概要等

① 会員・賛助会員の拡充活動

○会員・賛助会員の拡充に努め、県民会議や県、会員等が主催するイベントや研修等でパネルの展示やチ
ラシの配布等の広報を実施。
○会員・賛助会員募集用のチラシを作成。
○事務局による会員・賛助会員の募集・勧誘活動。

② HP、Facebook等による情報発信
○HP・Facebook・ＬＩＮＥ公式アカウントを利用したＰＲや県・関係団体と連携した情報発信を実施。
○Instagramを開始

　機関紙「青少年しまね」を年１回発行し、会員・賛助会員等へ活動報告を実施。

■「青少年しまねＮｏ．104」
○発行月：令和５年３月　　発行部数：1,100部

４　その他　

事業名 会議名

■総会
 　　　　　　令和４年　５月13日（金）　　　書面決議

■常任委員会
　　　　　　 令和５年　３月６日（月）　　   職員会館　多目的ホール

■企画運営委員会
【第１回】　令和４年　６月21日（水）　　　職員会館　教養室４　　９名
【第２回】　令和５年　２月20日（月）　　　松江合同庁舎　606会議室　　８名

■事業部会
【第１回】　令和４年 ８月 ８日（月）　　　タウンプラザしまね　中会議室　　10名（うちオンライン参加８名）
【第２回】　令和４年10月12日（水）　　　テクノアークしまね　小会議室　　８名（うちオンライン参加３名）
【第３回】　令和５年 １月23日（月）　　　職員会館　教養室１　　８名（うちオンライン参加３名）

②青少年育成関係機関・団体の会議
等への参加

■第26回中国・四国ブロック青少年育成アドバイザー連合会研究集会（島根大会）　【９/10（土）出雲・ﾆｭｰｳｪ
ﾙｼﾃｨ出雲】参加（次長）
■子どもの未来応援セミナー【10/３（月）松江・くにびきメッセ】参加（会長・次長・書記）
■しまねの社会教育を振興する会【11/19（土）松江・東出雲公民館】参加（次長）
■日本ボランティア学習学会【11/26（土）松江・市総合福祉センター】参加（次長）
■出雲市青少年育成推進大会【11/27（日）出雲・市役所】参加（高瀬副会長・専任書記）
■県子ども・若者支援地域協議会実務者会議【12/12（月）松江・オンライン】参加（事務局長、次長、書記、
専任書記）
■子ども食堂交流広場【１/28（土）松江・県立美術館】参加（書記）
■県青少年育成アドバイザー連絡協議会理事会参加【3/26（日）オンライン】（次長）

①会議の開催

③ 機関紙「青少年しまね」の発行

■会員・賛助会員の増減状況（令和５年３月31日現在） （名）
R３年度末計 R４年度末計 増減

131 128 -3
15 18 3
146 146 0
188 186 -2
728 663 -65
916 849 -67

個人
計

賛助会員
団体
個人
計

会員
団体


